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屋久島における
エコツーリズム業の経済分析

Economic Analysis of the Ecotourism Industries in Yakushima Island 
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［論文要旨］

　本報告では，鹿児島県屋久島で行われているエコツーリズム業が地域社会に及ぼす経済的影響を，

西暦 2000 年前後に焦点を絞って，需要側（観光客側）・供給側（エコツーリズム業従業者側）双方

の視点から明らかにした。屋久島を訪問する年間約 20 万人程度の観光客のうち，19–21% に当た

る約34,000–38,000人が，屋久島滞在中にエコツアーを利用していた（2001–2002年）。またエコツアー

を利用した観光客の過半数 （57–60%）が，パッケージツアー（以下，パック旅行）を利用しており，

エコツーリズム業とパック旅行の関係が密接であることが判明した。エコツーリズム業の経営構造

を分析した所，費用の約 50% は労務費が占めていた。その一方，減価償却費は旅館業やボーリン

グ場経営に比べ小さい金額・比率にとどまっており，開業に必要な投資額が莫大でないことが示唆

された。損益分岐点分析を行ったところ，売上高は損益分岐点売上高を上回り，また損益分岐点比

率もホテル業などよりも小さい値であるため，経営環境は良好であると推測された。屋久島のエコ

ツーリズム業の売上高は，年間 5 億 1,000 万–5 億 7,000 万円と推定された。エコツアー業の経営環

境は良好である一方で，山岳地域への環境負荷も増大させてきた。こうした状況に対して公的機関

を中心に，荒川登山バス（シャトルバス制度），様々な対策を導入してきたものの，抜本的な解決

には至っていない。
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